ぐり 天 を 走り、 人力 未到の 境地に 至ってお ります から、 

にわかに 魔 獣 を 使っての 犯行と 決し かねる ところ も あ 

ります」 

「誰が そ のよう な - J と を 思量した の だえ」 

「拙者で ござる よ」 

「そうだろう。 虎で なく ッ ちゃ ァ、 そうは 頭が まわら 

ねえ やな。 魔 獣と いうの は 何 だえ」 

「さ。 そのこと で ござる よ。 大 なること 小牛の ごとく、 

猛 きこと 熊 も 狼 も 及び 申さぬ。 世に 奇ッ 怪な大 犬で ご 

ざるよ。 グレ ー! ^デン と 申す」 

「ダレ— トデン は 西洋で 名の 通った 普通の 犬 だ。 だが、 



さて、 月 田 銀行 頭取 全 作の 妻 まち子 (当年 二十 七) 

は山賀 侯爵夫人 かず子の 妹であった。 姉妹 は 深 堀 伯爵 

家の 生れで あるが、 深 堀 家 は 暦日 天地の 陰陽 吉凶の 卦 

を 司る 家柄で、 風雨 を 意の ままに すると ころから 天神 

の 怒り をう けて、 代々 男児 は 白痴に 生れ、 女児 は 非常 

に 美人で あるが、 これ をめ とる 者の 家に 凶事 を もたら 

すと 伝えられ ている。 その 伝えの 如くに 姉妹 は 絶世の 

美女で、 姉 は 婚家の 産 を 破り、 妹 は 殺害 せらる るに 至つ 

た。 

十一月 十一 日 は 赤 裂地 神 を 祭る 天 王 会の 祭日で、 本 

殿 は 一日 ごった返 していた。 月 田家の 車夫 竹 蔵 は 本殿 



分が 指揮 をと つてお ります。 自分 は土屋 警部で ありま 

す」 

「妻の 死体 は？」 

「検視 をう ける まで 現場に そのままに 致して あります _ 

庭の 木戸 をで た 路上です が、 御 案内いた しましょう」 

土屋は ハラワ タが 凍る ような 気持が した。 夫人の 死 

に 様 もむ ごたら しいが、 これ を ジッと 見つめて いる 良 

人の 姿が とても 人間と は 思われな か つたからで ある。 

怖し い 目 は 食い こむ ように 妻の 死体 を 見つめて いる。 

やさしい 感情のう ごきな ど は、 どこに もない。 身動き 

もせず 見つめる こと 一分 あまり、 ク ルリと ふりむいて 



殺されて 行った のです が、 しかし 燈 火が ついて みると、 

彼ら 一同 死せ ると 同様 気 を 失って はおり ますが、 どこ 

に 怪我が ある わけで もありません。 一 滴の 血 も 流れて 

はおりません。 やがて 正気に かえ リス ゴ スゴと 自分の 

席へ 戻った のです が、 月 田 まち子 も 例外な く 正気に か 

えり、 どこに 怪我した 様子 もありませんでした」 

「グレ ） ^デン を 飼って いるそう です が、 それと 狼と 

関係が あるので すか」 

「それ は 関係がない と 思います。 信徒の 中に も 何 か 関 

係が あるよう に 思って いる 向き もあります が、 実は 世 

良 田 摩 喜 太郎が 帰朝 の みぎ リ 番犬 用に 買って きた もの 



マ J よりか 発して いる こと は マ チ ガイ > ざいません」 

「中央に 坐して いるの は 世 良田 摩 喜太郎 一 人です か」 

「左様です。 そして 告発 をう けた もの は、 中央の 空地 

へ よびあつめられ、 世 良田の 四囲 をのた うち まわって 

狼に 嚙み 殺される のであります」 

さすがの 新 十郎も 茫然と 考え こんだ。 大将が この 有 

様で あるから、 花 廼屋ゃ 虎之介が 面色 を 失った のはム 

- — / 、、ゝ に、。 

リカる レ 

新十郎 はいかに も 力なく 顔 を あげて、 

「どうも、 牧 田さん、 あまりに 奇ッ怪 で、 お 話の 一 ッ 

一 ッが はじめて 耳に する ことば かり。 特に 何 を 手が か 



天 王 会に は 「カケ コミ」 という 行事が ある。 これ を 

すまさな いと 信徒の 列に 加えて もらえない 大切な もの 

で、 いったん 教会へ 通いだ してから 力 ケコミ を あげる 

までの 期間 は 素人 (ソ ジン) と 称して 信徒と 区別され 

ている。 

つまり 力 ケコミ と は、 わが 家から 教会へ カケ コム こ 

とで はなく、 精神的に 神の フ トコ 口へ カケ コム ことの 

意で あるが、 そうと 分る の は 信仰 を はじめてから のこ 

とで、 一般の 人々 はわが 家から カケ コムせ いだと 考え 

ている。 これ を いかにもそう 思わせる ような 唄が あつ 



た。 ソ ジンが 力 ケコン で 信徒になる に は 荘厳な 儀式 を 

行う。 そのと きの 唄が、 

せつない とき は かけこみ かけこみ パッ とひら 

いて 天の 花 

この 合唱に は 月 琴、 横笛、 太鼓、 三味線、 拍子木、 

これに ハ— プと ヴァイオリンと ク ラヴ サン (ピアノの 

前身の ような もの) が 加わって いる。 これ だけの 楽器 

は 儀式の 表面へ 現れて 演奏され るが、 この 合奏の 中絶 

した 時に も 常に 妙なる 好 音が 小川の せ せらぎ の 如く 野 

辺の 虹の 如く 星 ふる 夜の 物思いの 如く 甘美に 哀切に 流 

れ ていて、 これ は 物 蔭に ある オル ゴ ー ルの 発する 音 だ 



さて カケコ ミの 唄と 音楽に ム 口せ てドッ と津浪 のよう 

に 又 山々 の ゆれる ように 無我 境の 踊りが 起る ので ある 

が、 これ は 許されて 信徒と なった 者の みが 会得す る果 

報な 踊りと 云われて いる。 ソ ジンのう ち はよ くまち が 

えて、 「パッ とひら いた 天の 花」 というが、 実は 「パッ 

とひら いて 天の 花」 この タとテ の 別が、 ハツ キリ 分ら 

なければ 信徒に はなれない。 又、 その 別が 分る ような 

現象が あって、 それ を 認知した ものの みが 信徒に なれ 

ると いう。 そこで r ッレ コミ」 という ことが 起る。 即 

ち、 力 ケコミ の 儀式の 末席に 立 会い を 許された 見物人 



われ、 妙 花 天に 遊ぶ 果報 をうる と 云われる。 これが 果 

報の 第一課で あるが、 力 ケコミ を 成就した もの はいか 

に も 顔が ハレ バレして、 妙 花 天 に 遊ぶ 果報 を 得た ， J と 

が うなずかれる。 牧田 はこれ に 苦労した。 ゥッ カリ 妙 

花 天に 遊んで しまう と、 牛 沼 雷 象の 二の舞 を 演じな け 

れ ばなら なくなる。 されば といって 力 ケコミ を 成就し 

ない と 信者の 列に 加えて もらえな いから、 力 ケコミ の 

行事 を つぶさに 観察し、 力 ケコン だ 人の 身ぶ り 顔 ツキ 

を 充分に 練習して おいて、 入信の 儀式に パスす る こと 

がで きた。 

さて 信徒に なると 教会に 来て 日毎の 行事に 唄い 踊つ 



に 於て は 世 良田の 及ぶ ところで はなく、 又、 宗団 経営 

の 見解、 手腕に ついても、 自分に 独特の 識見 を そなえ 

ている。 元々、 禅、 真言、 天台と 仏教 だけで も 三宗を 

転々 とした ほどの 山師 的、 唯 我 的な 男で あるから、 自 

分が 一 宗を ひらきた いという こと は 彼の 念願で あるに 

相違ない。 と 云って、 新たに 一宗 を ひらく というの は 

至難 事で あるから、 カケコ ミ教の 地盤 を そっくり 頂戴 

して、 本家 を 乗つ とる ような 策 をめ ぐらして いる、 と 

いうの が 信徒の 浮説と なって いる。 佐 分利 ヤスが 隠し 

神の 化身で あると いう こと は、 妙 心が いいふらし たこ 

とで、 妙 心と ヤスと はネン ゴロな 関^に あると いうの 



主たる 目的 だから。 私の 目に はそんな 風に うつり まし 

た。 まち子 は 告発の 理由と して、 キサ マの 身体 は 蛇に 

なった ぞ、 蛇が ウジ ャ/ \ まきつい てる わ、 というよ 

うな 怖し いこと を 荒々 しい 声で 罵られた のです が、 す 

ると にわかに いずこ ともなく 忍び泣く ような 悲しい 幼 

女の 声が して、 ァラ、 ダ メョ、 赤い 頭巾 を かぶせない 

で。 目が 見えない わ。 ゴ メンナ サイ、 ゴ メンナ サイ。 

そしてた まぎる ように 泣きました。 ホウ ラ、 こうして 

狼に 食べられる わ、 と、 又、 いずこよりか 荒々 しい 声 

がした のです。 このように 快 天 王の 告発 は、 ある 時 は 

告発し、 又 あるとき は それに つづいて 告発され た 者の 



「ャ。 どうも、 ありがとう ございました。 赤 裂地 尊の 

祭典に は、 諸国から 集る 信者 も 多かった ときき ました 

が、 ソ ジン や 一 般人は 参拝で きないので すか」 

「参拝ぐ らい はでき ますが、 ャ ミヨ セに は、 信者 以外 

は でられません。 ソ ジン も 出る こと を 許されません。 

そう 云えば、 たった 一人、 信者で ない 人が、 ャ ミヨ セ 

の 座に まぎれこんで いるの を 見ました」 

「ハ テ、 誰です か」 

「山賀 侯爵の 弟、 達 也 君です。 邸が 隣接して おります 

から、 時々 見かけて 顔 を 見知って いるので すが、 彼 は 

天 王 会に 最大の 敵意 をいだ いている ときいて おります _ 



この 日 は 地方から 参集した 信者 も 多い ので、 まぎれこ 

むに は 便利に 相違ない のです。 しかし、 彼 一人で は あ 

りませんでした。 若い 婦人 を 同伴して いたのです」 

「それ は 誰です か」 

「私 も はじめて 見る 顔でした が、 二十 前後の まだ 未婚 

かと 思われる 婦人で、 さして 美しく はありません が、 

いかにも 知的な、 体格の よい 女でした。 身体つ き や 顔 

に 特徴が あるので、 見忘れる ことはありません が、 あ 

の 教会で は、 つい ぞ 見かけた ことのない 婦人です」 

そこで、 さッ そく 達 也に 出頭 を もとめ、 当夜の 事情 

を 問いた だした が、 彼 は 自分が ャ ミ ョ セに まぎれ - J ん 



がー 様に グ ラグ ラ ゆれ だす。 ミコ だけで はない。 信徒 

も 一様に いつのまにか ゆれ だしてい る。 サッと ミコた 

ちが 跳ねる ように 立ち上った。 すると 隣室の 方から 奏 

楽が 起った。 それに つれて 信徒が グ ラグ ラ 上体 を ゆり 

ながら 唄いだ す。 ミコが 世 良田 をめ ぐって 踊リ 跳ねつ 

つ 走り まわる。 全員 狂乱の 有様で あるが、 各自 骨 も 口 

レツ も 失って グ ニヤ/ \ と 勝手 放題 狂いた てて いるよ 

うでいて、 何 かしら 大きな ところで ピ タリと 呼吸が 

合つ ている ので ある。 

潮が ひくよう に 奏楽が 終った。 すると 狼の 遠 吠が 次 

第に 近づいて くるの がき こえた。 それ をき くと、 信徒 



いて、 いかにも そこいらの 業病 人が 生き肝 をぬ いたよ 

うに 見せかけ たが、 ノド 笛なん ぞ嚙 みきら なきや ァょ 

かった もの を、 しかし、 ここが カンジ ンだァ な。 これ 

に は 深い 曰くが ある ぜ。 即ち 彼が 人 を 殺した の は 別 天 

王 を 救うた め、 又、 悪者 を こらしめる ためだ。 彼に とつ 

て は、 別 天 王 を 苦しめる 者 は 悪者 さね。 そこで 別 天 王 

の懲 しめに よ つ て 悪者 は 狼に ノド笛 を かみきられ ると 

いう 正しい 行事の 形式 を 踏まなければ 気持が おさまら 

なかった のが ーッ。 又 ーッに は、 奴 は メス メ リズム (催 

眠 術) を 用いて いる ぜ。 ャ ミヨ セに 信徒が 踊り狂いの 

たうち まわる のが メス メ リズム。 狼に 食われた と 思う 



ね」 

r ャ。 しまった！ ォレの 行く先 は どこ だ」 

「カケ コミ教 だよ。 帯ぐ らいし める の を 忘れな さん 

な」 

「ナム サン、 シ マッタ！」 

せっかく 種 を 仕込んで 来たのに 先手 をう たれて は 助 

からない。 神楽 坂から 久世 山まで は 谷 を 一 ッ越 すだけ 

だが、 走っても 二十 分 はか かる。 ふとって いるから 心 

臓の 働きが まことに 不充分で、 力 ケコミ 教へ迪 りつい 

た 時には 顔面 蒼白、 全身 強直して ヒキ ッケを 起しそう 

である。 哀れ や、 おそし。 すでに 警官 百 名、 今や 隊伍 
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